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●開催日 ： 平成２５年６月１４日（金）

●会　場 ： 大崎生涯学習センター（パレットおおさき）

　東日本大震災での経験から、地域住民同士の共助による

ネットワークの形成について、見守り活動実践者の支援を目的

に、研修会を開催しました。

　コミュニティ ・４・チルドレン 代表理事 桑原 英文 氏を講師に

迎え、古川地域の行政区長、民生委員・児童委員、見守り活動協

力者約２００名の方が聴講。

―――高齢化が進みひとり暮らしの方が増え、地域のつながり

も弱くなっている、プライバシーなどの理由で昔のようなあた

たかい気配り・声掛けができにくくなった昨今、「お茶っこ会の

内容を楽しくするなど、今している活動へのプラスが必要」

「地域の中でも見守り対象者と決めつけず、『見守り合い、支え

合い』の活動が大事」、「見張りではなく見守りを」など、さりげ

なく、緩やかに見守ることが大切―――

　個別の見守り活動から地域ぐるみの見守りネットワークへの

事業推進に向けての課題や解決のヒントについて学び、貴重

な情報共有の機会となりました。

▶各地域における活動内容を紹介（８～９ページ掲載）
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